
土木・環境工学系 過去問題 

※注意点 
 
一部，引用文などを消去するために文字認識させたうえで問題文を編集しています。 
文字認識エンジンのエラーに伴う誤字が含まれている可能性は否定できませんが，正し

い形で出題されています。 
 
また，午前の共通科目は建築学系が問題 I, III, IV を出題しています。土木・環境工学

系からは問題 II (土木・数理学)のみです。そのためページ番号が 5, 6 となっています(乱
丁ではありません)。問題 II 以外の共通科目については建築学系の過去問を参照してく

ださい。 







































筆答専門試験科目（午後）

士木・環境工学系(M: 数理学科目）

匝 「レジ1)エンス」に関する文章を読んで， 以下の問 1-4 に答えよ．

近年，大きな災害が繰り返し発生し，我々は予想外・想定以上のハザードに見舞われている ． そこ
で，最近では被害の発生を前提とした防災・減災のあり方として，被害を抑止する「予防力」と，復旧
時間を短縮する「回復力」の双方を高めて，「レジリエンス」を持たせることが重要である，という考え
がある．

図1には災害前後における社会の機能レベルの推移を示している．平常時には100%あった社会
の機能レベルは，災害発生時には被害によって低下し，その後の応急・復旧対応により100%に国
復する．灰色部分の面積が社会の「脆弱性」である．災害に強い持続可能な社会とは， 「 予防力」と
「回復力」を備えて，災害に対する「脆弱性」を小さくすることを目指した社会のことである．
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そして，米国の地震工学研究の学際組織MCEER (Multidisciplinary Center for Earthquake 
Engineering Research)によると， 「レジリエンス」の基本要素には以下に示す4つの"R"があると言わ
れている．

Robustness - 

（次のページに続く）
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·Redundancy -

·Resourcefulness -

·Rapidity -

引用部分は著作権法に従って削除しています。

引用文は出典を参照してください。 

（出典： MCEER's Resilience Framework, Earthquake Engineering to Extreme Events, 
https:/ /mceer. buffalo.edu/research/resilience/Resilience _ I 0-24-06.pdf) 

間I. 図lの機能レベルを持つ社会に「レジリエンス」を持たせることを考える． 「予防力」を高めて被

害を半分に抑え，さらに，この社会の「回復力」を1.5倍にした場合，社会の機能レベルの推

移を図示せよ． なお，社会の機能レベルは災害後には直線的に回復するものとし，社会の

「回復力」は，発生した被害をD, 復l日時間をTとした場合にDITで表せるものとする．

問 2. 問 1 のように「レジリエンス」を持たせた社会は，以前と比べて， 「脆弱性」が何分の 1 に減少す
るのか説明せよ．

問 3. 「レジリエンス」を持たせるための具体的な防災・減災対策を，基本要素ごとにそれぞれ 100 文

字程度で答えよ．

問4. 「レジリエンス」の4つの基本要素のうち，どれが「予防力」で，どれが「回復力」に相当するのか

を答えよ．
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